
登別温泉散策路トレッキング 
（シニア研修トレッキング） 

山 行 日 平成３０年１２月９日（日） 

天  気 晴れ時々曇り（天気よすぎて放射冷却日） 

参加人数 CL 澤田・SL 山岸・他研修生１３名 総勢１５名 

 
 ８：４０  バス停横の駐車場出発 

    ＊観光道路がまだ解けて居なく滑るや滑る。 

    ＊さぎり湯の説明を聞くが、う～ん、あ～で終わり。（湯かけ鬼蔵あり） 

    ＊極楽通りを通り、エンマ大王のからくり拝見しようとするが、１０時まで御休み中。 

    ＊源泉公園にてアイゼン装着と準備体操。 

    ＊いよいよ出発。観光客は台湾か中国か富裕層が歩いているが、皆我々の足元に注目している。 

    ＊地獄谷展望台を下り、途中鉈一本で観音様を掘ったという祠による（名前忘れっちゃった） 

     同じく薬師如来像の祠もあった。 

    ＊地獄谷張り出し展望台に行くには通行禁止を突破（リーダーが先頭）、ナナカマドの広場に 

     出て、暫しの休憩をとる。 

    ＊大湯沼展望台に行くには、通行禁止でロープの横をすり抜け大湯沼へととうちゃこ。 

     （みんな、リーダーには逆らわず素直に。おりこうさん） 

    ＊大湯沼に降り立ち思い思いに散策している。 

    ＊大正地獄・天然足湯に向かう。大正地獄は立派なゲートが付いており、リーダーもこれには 

     手も足も出ず断念。足湯に向かう。足湯では早速靴を脱ぐ人様々、これからはじまる「大根 

     の即売会」残念ながら一本も売れなかった。（う～～ん、分かる感じがする） 

    ＊船見遊歩道へと下山するが、途中「高浜虚子の句碑」「栗林加寿子の歌碑」などがあり、影響 

     されたのかＳさん即、句を詠んでいたが誰一人として反応なし。 

    ＊第二駐車場で早飯とする。（ちょっと早いがまっいいか～。そだね。） 

１１：２０  駐車場到着。各自解散となる。 

この度の山行は、わが郷土の歴史探訪となり今迄分からなかった事があったのと、再認識できたのが 

良かったと思います。まだまだ探索する所が只々あるので企画山行お願いします。 

山行企画をされましたリーダー大変有り難うございました。  

それと担務に携触った方有り難うございました。              記  Ｔ・Ｆ 

Ｎさんは何を撮っているのか？ 

Ｋちゃんは、これから始めるのか 

「どじょうすくいのスタイル」 


